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学 位 論 文 内 容 の 要 旨   
気孔体A－W GC3種（気孔率70％、80％、90％）とβ－TCPを日本白色家兎の大  
腿骨に埋入し術後0週、4週、8週、12週、24週、36週でそれぞれ摘出しX線  
学的検討およびトルイジンブルー染色、Tartrate－reSistant acidphosphatase  
染色（以下TRAP染色）により組織学的検討を行った。   
X線学的検討では、全ての気孔率のA－WGCで陰影は経時的に不鮮明になった。  




新生骨量は乏しかった。   
TRAP染色ではA－W GC、β－TCPともにTRAP陽性多核巨細胞を認め、細胞性吸  
収の関与が示唆された。   
機械的強度が生体骨と同等であり、ある程度の期間その強度を維持し、徐々  
に本来の生体骨に置換されるA－W GCは理想的な人工骨材料の一つといえる。  













よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
